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　Maharaのメニュー項目に対応して、学生がアーティファクトとして登録する内容を図表４に示す。これらのアー
ティファクトは学生自身が日々の更新を継続して行うことを前提としており、ゼミナールやキャリア関連の授業科
目の中でも、教職員が学生への動機づけを繰り返し行いながら更新を促していくことが望まれる。
　学生はNUCPに蓄積される自分の学習履歴や活動履歴を常にチェックしながら、マイゴールに登録してある目標
に対して現状でどこまで達成できたのか、また達成するためには次に何をすべきなのかなどの反省と計画を繰り返
すことで、自然にPDCAサイクルを回すことができる。また、就職活動に関しては、NUCP上の履歴を基に学生が
自分の強みを見出して、企業に提出するエントリーシートや自己紹介書の中で効果的な自己アピールができるよう
になることが期待される。
図表４　Maharaのメニュー項目と登録内容の例
メニュー 項　目 登録内容
プロファイル プロファイル 学籍番号、氏名、連絡先（住所、電話番号）など
マイレジュメ 興味のあること 大学の授業科目、卒業研究、趣味、特技、サークル活動など、
興味を持って取り組んでいる事
教育履歴 学歴、資格検定取得などの履歴
（資格検定については合格に至らなかったものについても、
記録に残す）
マイゴール パーソナルゴール 将来の夢、生活習慣、健康・体力増進、自主的な社会活動、
課外活動などの個人的な目標
アカデミックゴール 学習に関して、身につけたい知識・技能、資格検定取得、
卒業研究などの目標
キャリアゴール 就職に関して、目標とする業種、職種、企業などをできる
だけ具体的に記入し、その目標を達成するためにどのよう
なスキルが必要となるのかも登録する
マイスキル パーソナルスキル 自主的な社会活動や課外活動などで身につけたスキル
アカデミックスキル 学習活動によって身につけたスキルやアカデミックゴール
で挙げた目標の達成度など
ワークスキル アルバイト、SA（Student Assistant）、インターンシップ、
就職活動などを通して身につけたスキル
（具体的な体験などを含めて記録に残す）
マイファイル マイファイル 学習成果物（レポート、論文等）の電子ファイルをアップロー
ドして登録
マイブログ マイブログ 日誌として日々の活動状況などを登録
３　教職員による就職支援活動での活用
　NUCPの利用体制の概略を図表５に示す。前述したように、学生のビューにアクセスできるユーザまたはグルー
プを設定することにより、ゼミ担当教員だけが閲覧できるビューを設定することもできる。NUCPにおいては、原
則として教員は自分の担当するゼミナールに所属するすべての学生のビューを閲覧できるように設定されており、
教員はNUCPにログインすることによりゼミナール単位で作成されたグループのメンバ一覧からビューの内容を閲
覧することができる。学生とゼミ担当教員とがビューを共有することにより、定期的に実施される個別面談におい
て学生の目標に対する達成状況の確認や、今後の目標設定に対するアドバイスに活用できる。また、学生に対する
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就職支援活動の一つとして自己紹介書の作成指導では、各学生の強みを生かした自己アピールや志望動機の作成に
も有効なアドバイスを与えることができると考えられる。同様に、ゼミ担当教員だけでなく就職支援事務室のスタ
ッフにもビューの閲覧を許可する設定を加えることにより、各学生の就職活動状況の把握や、エントリーシート、
履歴書、自己紹介書の添削指導に積極的な活用が期待できる。
図表５　長岡大学キャリア・ポートフォリオ（NUCP）の利用体制
４　有効活用のためには学生の動機づけが重要
　キャリア・ポートフォリオを有効活用するためにはいくつかのポイントがあると考えられるが、最も重要なポイ
ントは、学生に対する動機づけであると考える。なぜ自分の学習履歴や活動履歴を蓄積しなければならないのかを
学生が十分に理解して、自発的にデータ更新を継続して行う意識が必要であり、教員に言われたから仕方なくやる
という状況では、データ更新の頻度は低くなり、蓄積する内容も薄いものになってしまうに違いない。逆に、大多
数の学生が日常的に更新、活用する環境をできるだけ早期に実現することにより、身近な支援ツールとしての認識
を学生や教職員に浸透させることが可能となるものと推察される。これに関連して、現状でNUCPはセキュリティ
面への配慮から学内ネットワークでのみアクセスを許しているが、将来的にはインターネットを経由して学外から
のアクセスを可能とすることで利便性を高める必要があると考える。さらに、携帯電話からの利用も検討していく
必要があると考えるが、現在はMaharaの携帯電話への対応機能が組み込まれていないこともあり、今後開発が進め
られることを期待したい。
　Maharaはポートフォリオシステムであり、いわゆるコース管理システム（CMS：Course Management System）
のように個々の授業科目における学生への教材提供、小テスト、レポート提出などのコース（授業）管理の機能を
装備しているわけではない。しかし、ポートフォリオの要素の一つとして、各授業科目における学生の学習履歴と
のリンク望む声もある。このような要望に対応するために、Maharaの開発プロジェクトでは、同じくオープンソー
ス・ソフトウェアのコース管理システムMoodle ３）との将来的な統合を計画している。逆にMoodleはコース管理を
主体に設計されているため、コースごとの学生の学習履歴や評価を管理できる一方で、学生ごとの学習履歴を一元
的に管理する機能は現状では十分ではなく、これを補うためにもMaharaとの統合が期待されている。
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